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N32b 「すざく」による、大質量星 ηCarinaeの観測
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X線天文衛星「すざく」は２００５年８月２９日、38ksecの間、進化した大質量星の ηCarinae　を観測した。
「すざく」の低エネルギー側での高い検出効率とエネルギー分解能により、多くの元素からの輝線を検出してい
る。この星は、Tsuboi（1997）らにより「あすか」の観測で、大量の窒素の存在が発見されており、CNOサイ
クルによる燃焼が起こっている現場を観測できていると考えられており、その中での多くの元素組成比を決定す
ることはたいへん重要である。XMMニュートンやChandraのエネルギースペクトル解析でも同じように窒素の
組成過剰が報告されている。さらにBepo SAX(Viotti 2004)では１００ keVあたりの高エネルギー側まで伸びた
成分が検出されているがその放射機構は熱的であるのか、非熱的であるのか判別できていない。　「すざく」の
XISの観測で、大変精密にスペクトルを測定することができた。スペクトルは 0.5keV と 4.0keV の熱的なプラズ
マで合わせることができる。窒素の組成は太陽組成のおよそ 100倍であることがわかった。一方で酸素は数倍で
あって、これまでの結果を確認することができた。その他の元素の組成比も求めることができた。当日、高エネ
ルギー成分の振る舞いも含めて報告する予定である。


